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枝
野
幸
男
経
済
産
業
大
臣
が
ロ
ン
・
カ
ー
ク
米
国
通
商
代
表
と
会
談
す
る
際
の
参
考
資
料
と
し
て
経
済
産
業
省

が
作
成
し
た
書
類
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
十
三
日
、
同
月
十
一
日
に
枝
野
幸
男
経
済
産
業
大
臣
が
米
国
の
ロ
ン
・
カ
ー
ク
通
商
代
表
と
会
談
す
る
際
に
参

考
資
料
と
し
て
活
用
し
た
と
さ
れ
る
書
類
（
以
下
、
「
書
類
」
と
す
る
。
）
の
映
像
が
、
あ
る
テ
レ
ビ
局
の
報
道
番
組
に
よ
り

報
道
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
「
※
米
国

ロ
ン
・
カ
ー
ク
通
商
代
表

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
」
と
い
う
題

で
始
ま
る
「
書
類
」
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
国
民
的
な
議
論
の
末
、
日
本
を
発
つ
直
前
に
、
野
田
政
権
と
し
て
交
渉
参
加
を
決
断
し
た
。

●
震
災
復
興
が
最
優
先
さ
れ
る
中
、
な
ぜ
今
決
断
す
る
の
か
、
と
の
議
論
も
あ
っ
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
日
本
自
身

の
利
益
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

●
第
一
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
全
域
を
高
い
ル
ー
ル
で
カ
バ
ー
す
る
地
域
秩
序
に
育
て
る
こ
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

に
自
ら
関
与
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
国
益
で
あ
る
。

●
第
二
に
、
高
い
レ
ベ
ル
の
自
由
化
と
い
う
試
練
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
、
日
本
自
身
の
成
長
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。

一



●
日
本
は
、
非
関
税
措
置
を
含
め
、
全
て
の
品
目
・
分
野
を
交
渉
の
対
象
と
す
る
用
意
が
あ
る
。
交
渉
の
中
で
し
っ
か
り
議

論
し
て
い
き
た
い
。

●
交
渉
に
正
式
に
参
加
す
る
に
は
、
各
国
の
承
認
が
必
要
だ
と
承
知
し
て
い
る
。
特
に
貴
国
と
の
協
議
を
精
力
的
に
進
め

て
、
出
来
る
だ
け
早
く
交
渉
に
参
加
し
た
い
。
今
後
の
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
」

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
書
類
」
は
誰
の
指
示
の
下
、
誰
の
名
に
よ
っ
て
決
裁
さ
れ
、
誰
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
官
職
氏
名

を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
書
類
」
の
最
初
の
黒
丸
に
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
国
民
的
な
議
論
の
末
、
日
本
を
発
つ
直

前
に
、
野
田
政
権
と
し
て
交
渉
参
加
を
決
断
し
た
。
」
と
あ
る
。
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
が
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
の
参
加
を
決
断
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

三

前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
書
類
」
の
五
つ
目
の
黒
丸
に
は
「
日
本
は
、
非
関
税
措
置
を
含
め
、
全
て
の
品
目
・
分
野
を

交
渉
の
対
象
と
す
る
用
意
が
あ
る
。
交
渉
の
中
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
る
。
我
が
国
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
に
臨
ん
だ
場
合
、
非
関
税
措
置
を
含
め
、
全
て
の
品
目
・
分
野
を
交
渉
の
対
象
と
す
る
考
え
で
い
る
の
か
。

二



四

二
と
三
で
指
摘
し
た
点
を
含
め
、
「
書
類
」
の
内
容
は
事
実
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
で
は
全
く
な
い
と
考
え
る
が
、
政

府
の
見
解
如
何
。

五

政
府
、
特
に
経
産
省
と
し
て
、
事
実
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
「
書
類
」
を
作
成
し
、
枝
野
大
臣
に
渡
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

六

経
産
省
と
し
て
、
意
図
的
に
事
実
を
正
確
に
反
映
し
て
い
な
い
「
書
類
」
を
作
成
し
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
何
ら
か
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
か
。

七

六
で
、
意
図
的
に
「
書
類
」
を
作
成
し
た
の
な
ら
、
そ
の
目
的
は
何
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

六
で
、
何
ら
か
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

枝
野
大
臣
は
、
カ
ー
ク
代
表
と
の
会
談
の
際
、
「
書
類
」
に
基
づ
い
た
発
言
を
行
っ
て
い
る
か
。
明
確
に
答
え
ら
れ
た

い
。

十

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
れ
ど
も
、
「
書
類
」
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
が
枝
野
大
臣
に
手
渡
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
内
外
に
不
信

感
を
広
め
、
我
が
国
の
国
益
を
大
き
く
損
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
今
回
の
件
に
関
し
、
枝
野
大
臣
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
処
を
と
る
考
え
で
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三



右
質
問
す
る
。

四


